
推薦文―⑦ 飯田十三（1985年法学部卒，日揮株式会社）

ミニMBA塾推薦のことば

まず、この推薦文を読まれている方には、ミニMBA塾が開講される事は知ったもの
の、実際に受講しようかどうしようか迷われている方もおられるのかと想像しますが、

迷わず受講されることをお薦めします。

私がこのクラスを受講しようと思ったのは、その必要性と好奇心からでした。法学部

を卒業後会社に入って以来 30年超、ほぼ法務関係の仕事をして来た為、やはり知識と
経験が偏ってしまったのではないか、今後仕事をして行く上でもっと広い観点で物事を

見られるようになっておかないとサラリーマンとしても個人としても面白くないなあと

考えていたところ、ちょうど法務関係者の集いである六甲法友会のつながりでご案内を

いただいたものに食いつき、基本的には若手の方が対象というところを、何とかお願い

して学ばせていただきました。

今 1年間を終え、この塾に参加させていただいて本当に良かったと感じています。
日々の仕事や家の事、趣味の時間などやる事が山積みの中、毎回の講義の準備をして、

当日受講し、その後レポートを書く作業は決して楽にできる事ではありませんが、回を

重ねる毎に興味は深まり、最終回が終了してしまった今となっては少し寂しい気持ちで

す。

世の中には多々の情報が溢れており、MBAやビジネス関係の書籍もたくさんありま
すが、それを自分で取捨選択して必要な勉強をして知識を身につけて行ける人、また実

際に海外留学してMBAを受講して来ることが出来る環境にある人は、この塾に参加す
る必要はありません。でも、まずは身近なところで、1年間のコースに参加してMBA
の知識に接してみたい、自分で勉強する出発点にしたいという人には大変有意義なクラ

スです。

もう 1点、食事をしてビールを飲みながら勉強できる会はなかなかありません。
（事前に酔いのない中でしっかり準備して来られることが前提ですが、）講義当日は多

少のアルコールも入れて気持ちに余裕を持たせた上、大住先生やクラスメートと楽しみ

ながら自由な議論を出来る事は大変有意義です。

私自身、10月で最終講義を終えてこれからが本当の勉強ではないかと感じています。
いただいた資料や授業でのご紹介を指針として引き続き書籍に当たりつつ、より知識を

深めて実務で本当に使えるものにして行きたいと考えています。

こんな気持ちにさせてもらえるミニMBA塾、是非お薦めします。1年間何とかやり
切って、自分を変えてみてください。（他に聞きたい事などありましたら、遠慮なくご

連絡ください。iidajuzo@yb3.so-net.ne.jp ）


